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発行：埼玉県立循環器・呼吸器病センター（地域医療連携室） 

   〒３６０－０１９７ 

   埼玉県熊谷市板井１６９６  電話０４８－５３６－９９００ 
  
 
 初秋の候、皆様方におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 
整備を進めている新館棟工事につきましては、御紹介をいただいている先生方、及び患者さんに

御不便をおかけしておりますが、おかげさまで順調に工事が進んでおります。 
各部門のワーキングチームも活発に活動を行っており、来年３月のスタートが好調にきれるよう、

着々と準備を進めているところです。 
今後とも、皆様方から信頼される病院運営を進めて参りますので、引き続き御指導、御鞭撻を賜

りますようお願い申し上げます。 

                   病院長 星 永進 

 

【着任のごあいさつ】 

 

 このたび、大井川秀聡前脳神経外科科長の後を受けまして、７月１日

より脳神経外科科長を拝命いたしました池田俊貴と申します。 

 平成１２年に杏林大学医学部を卒業後、杏林大学医学部脳神経外科へ

入局いたしました。  

 その後は大学病院を中心とし、Bonn 大学（ドイツ）・公立阿伎留医療

センター（東京都）・白河病院（福島県）に勤務し、脳神経外科一般か

ら研究・地域医療まで幅広く携わってまいりました。 

 平成２５年より埼玉医科大学 国際医療センター 脳卒中外科へ赴

任し、脳卒中の外科治療における多くの高難易度手術に従事してまいり

ました。この度、脳神経外科科長として赴任させていただき、身が引き締まる思いです。 

 当科は常勤医３名体制ですが、応援医師のバックアップを受け２４時間３６５日脳神経外科

医が常駐しており、緊急疾患にも対応しております。 

 特に急を要する脳卒中（脳出血、脳梗塞、くも膜下出血など）につきましては、最も力を入

れております。特に致死率の高いくも膜下出血に対しては、破裂脳動脈瘤に対する開頭クリッ

ピング術だけではなく、破裂の予防として未破裂脳動脈瘤に対しても積極的な治療を行ってお

ります。 

 また、脳卒中を起こし得る疾患（もやもや病、脳動静脈奇形、頚動脈狭窄症など）につきま

しても内科的・外科的治療を含めた包括的治療を行っており、常時対応いたします。  

 その他、脳腫瘍等を含めました脳神経外科一般につきましても幅広く対応させていただきま

す。 

 脳神経外科外来は月・水・金曜日の午前中に行っておりますが、急性疾患につきましては常

時対応いたしますので、何かございましたらいつでもお問い合わせ下さい。 

 周辺地域の先生方の御厚意により、当科の手術件数も順調に増加しております。 

 まだまだ微力ではありますが、今後も埼玉県の医療に貢献できるよう誠心誠意尽力してまい

りたいと存じます。今後ともどうぞよろしくお願い致します。 

                    脳神経外科 科長兼副部長 池田俊貴 
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 【地域医療連携室は、9 月から新たな組織としてスタートします】 

 

 国の医療制度改革により、患者様が早期に住み

慣れた地域で療養や生活を継続できるよう退院

支援が推進されています。 

 当センターにおいても 9 月から、地域医療連携

室に新たに退院支援部門を設置し、退院支援機能

を充実させていくこととしました。新しいスタッ

フと共に、地域との医療連携を円滑に進め、患者

様へより良い医療を提供していきたいと考えて

おります。 

 退院支援部門では、新たに看護師が退院支援の

窓口として 2 病棟に 1 名の配置（CCU,ICU を除く）

となりました。退院支援専従看護師 1 名と MSW1

名、退院支援病棟看護師 4 名の計 6 名となります。 

 入院初期から退院後の生活を患者様やご家族と一緒に考え、退院後も安全で安心な生活を送

ることができるように、生活を送るうえでの課題を予測し患者様やご家族の相談に応じながら、

介護・福祉サービスの活用を提案し調整していきます。また、必要時、在宅でも医療・看護が

受けられ、安心して療養できるように支援を行います。在宅生活が難しい場合は、転院・入院

先の選定に関する相談、調整などの支援を行います。在宅復帰や転院支援をスムーズに行い、

できるだけその人らしく過ごせる時間が長くなるよう患者様の声にしっかり耳を傾け、退院支

援に取り組んでいきます。 

 一方、地域医療連携・患者サポート部門では、地域医療連携、医療福祉相談、看護相談を実

施しております。 

 地域の医療機関や福祉関連施設との病診連携をさらに推進し、切れ目のない良質な医療の提

供と、患者サービスの向上に努め、地域医療の窓口として今後もさらに充実を図って参ります

ので、より一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

  

 平成２８年８月末現在、建物全体の鉄骨が建て

終わり、いよいよ新館棟の全形が見えてまいりま

した。   

 現在、床のコンクリート敷きや、外装・内装工

事などを進めております。 

 暑い中での工事が続いておりますが、体調を崩

す作業員も出ておらず、順調に工事が進んでいる

状況です。今後も、作業員の体調管理に気を配り、

工事を進めてまいります。 

 さて、当院では、平成２９年１月末の新館棟の

竣工に向け、定期的に院内スタッフによるワーキ

ングチームを開催し、新館棟の運用ルールの検討

を進めております。 

 新館棟の整備により、既存の診療体制の充実とともに、緩和ケア病床や感染症病床の新設に

よる新たな政策医療の展開が可能になります。 

 病院機能の拡充により、これまで以上に地域医療に貢献できるよう、準備を進めてまいりま

す。 

循環器・呼吸器病センター新館（仮称）工事の進捗状況 
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これからの時代を見据えた 

血管病に対する専門的アプローチをする血管外科の発足 

 

2015 年から全国の公立病院のさきがけとなる血管外科の診療科ができました。 

 

■人口の高齢化と食生活の欧米化が相まって、日本でも血管病の患者が急増しています。血管病と

は、心臓からでた後の血管全てに関係する病気です。心臓を栄養する冠動脈をはじめ、脳血管、胸

部から腹部・内臓血管、下肢にいたるまで体全体に血管が存在します。さらに、血管は動脈だけで

はなく静脈、リンパ管もあります。血管を診療する専門の診療科は近くにありますか？ 

 

■血管病（血管疾患）を扱う診療科は、多くの病院が心臓血管外科として標榜しています。しかし、

心臓血管外科を標榜している病院の多くは、心臓疾患（狭心症、弁膜症や胸部大動脈瘤など）を中

心に診療している事が多いです。循環器専門病院である当センターは、時代のニーズもあり、患者

さんのためにより専門的で高度な医療をおこなうために心臓血管外科のなかで特に大血管から末

梢血管までの血管疾患を扱う科を血管外科として設置させていただくこととなりました。 

 

■ 血管外科は心臓外科と協力し、胸部大動脈瘤、大動脈解離、胸腹部大動脈瘤、腹部大動脈瘤、

頸動脈狭窄症（慈大式 CEA）、下肢閉塞性動脈硬化症、重症下肢虚血、内シャント造設、シャン

ト不全、内臓動脈瘤、腎動脈狭窄症、静脈疾患などあらゆる血管病に対し診療・治療をおこな

っております。 

 

■高齢化社会のため、患者さんにやさしい治療をモットーとし、 

人工血管置換術、バイパス手術だけではなくステントグラフト術を含めた血管内治療（カテーテル

治療）やハイブリッド治療などの低侵襲治療を積極的におこなっております。 

県北部医療圏の拠点病院として、患者さんのためにより良い治療を目指しております。 

詳細は、ホームページを御覧ください。 

 

 

  http://www.pref.saitama.lg.jp/junko-c/shokai/kekkan.html 

 

月 火 水 木 金 

手術日 

墨（午前） 

閉塞性動脈硬化症（午後） 

動脈瘤（午後） 

手術日 手術日 

手塚（第１，３，５） 

下肢静脈瘤（第４） 

フットケア（第２、４） 

    予約  048-536-9900     

発足から 1年で血管外科への紹介患者さんが多く、待ち時間などご迷惑をおかけいたします。 

予約外での診療も受け付けておりますが、待ち時間が長くなることをご理解ください。 

血管外科 科長 墨 誠（すみ まこと） 


